
問
　
児
童
虐
待
防
止
の
た
め

に
、
市
は
ど
の
よ
う
な
対
策

を
と
っ
て
い
る
か
。

答
　
本
市
で
も
早
急
に
解
決

す
べ
き
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
現
在
「
家
庭
児
童

相
談
室
」
を
設
置
し
、
相
談

員
に
よ
る
育
児
相
談
・
子
育

て
情
報
の
提
供
な
ど
児
童
虐

待
防
止
に
努
め
て
い
る
。

問
　
地
元
県
議
、
知
事
、
地

元
国
会
議
員
と
市
政
等
に
つ

い
て
、
相
談
の
回
数
と
ど
の

よ
う
に
連
携
を
と
っ
て
い
る

か
。

答
　
国
や
県
な
ど
と
の
連
携

が
必
要
不
可
欠
な
課
題
も
多

く
、
地
元
国
会
議
員
や
県

議
、
知
事
の
ほ
か
県
職
員
の

方
々
と
の
連
携
し
た
対
応
が

重
要
と
考
え
て
い
る
。
知
事

や
県
議
の
皆
様
と
は
各
種
会

合
等
や
電
話
で
相
談
を
行
っ

て
お
り
、
国
会
議
員
と
は
上

京
時
や
帰
省
の
際
や
秘
書
を

通
じ
て
情
報
交
換
を
行
っ
て

い
る
。

問
　
自
動
車
運
転
免
許
証
の

自
主
返
納
者
が
、
今
後
は
増

え
る
と
予
想
さ
れ
る
。
交
通

弱
者
等
へ
の
交
通
支
援
の
た

め
に
、
デ
マ
ン
ド
交
通
の
対

象
地
域
を
増
や
す
考
え
は
な

い
か
。

答
　
本
市
で
は
、
交
通
空
白

地
域
や
交
通
不
便
地
域
の
交

通
弱
者
等
の
移
動
手
段
を
、

ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
運
行
と
市

内
４
地
区
で
デ
マ
ン
ド
交
通

の
運
行
を
行
っ
て
い
る
。
デ

マ
ン
ド
交
通
は
、
ふ
れ
あ
い

バ
ス
運
行
と
比
較
し
て
費
用

対
効
果
が
高
い
こ
と
、
タ
ク

シ
ー
事
業
者
の
資
格
、
人
的

余
力
が
あ
る
こ
と
な
ど
の
条

件
を
満
た
し
た
場
合
に
、
地

域
の
方
々
と
協
議
を
行
い
な

が
ら
導
入
を
進
め
て
お
り
、

本
年
も
霧
島
地
区
の
一
部
地

域
に
お
い
て
、
ふ
れ
あ
い
バ

ス
か
ら
移
行
予
定
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
来
庁
者
の
駐
車
場
の
整
備

　
に
つ
い
て

・
市
内
施
設
の
利
用
に
よ
る

　
域
内
交
流
の
拡
大
に
つ
い

　
て

問
　
奨
学
資
金
貸
付
事
業
の

充
実
に
向
け
て
、
取
組
は
ど

う
か
。

答
　
学
習
意
欲
が
旺
盛
で
あ

り
な
が
ら
、
就
学
困
難
と
認

め
ら
れ
る
高
校
生
・
大
学
生

等
を
対
象
に
奨
学
資
金
貸
付

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
平

成
30
年
度
か
ら
、
貸
付
区
分

や
金
額
を
国
の
無
利
子
奨
学

資
金
貸
付
制
度
と
同
一
内
容

に
変
更
し
、
制
度
の
充
実
を

図
っ
た
。
さ
ら
に
、
今
回
、

大
学
入
試
等
の
受
験
前
に
進

学
後
の
学
費
支
弁
の
見
通
し

を
立
て
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
よ
う
、「
内
定
制
度
」
を

導
入
し
た
。
ま
た
、
市
内
へ

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問
　
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
に
弁
護

士
を
付
け
る
こ
と
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
使
い
相
談
し
や
す
い
態
勢

を
整
え
る
こ
と
な
ど
の
取
組

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
　
子
ど
も
の
命
を
第
一
に

考
え
、
問
題
解
決
に
向
け
検

討
し
て
い
く
。

問
　
死
亡
時
の
行
政
手
続
き

は
、
複
数
の
部
署
に
ま
た
が

る
。
市
民
の
負
担
を
減
ら
す

べ
く
、
大
分
県
別
府
市
の

「
お
悔
や
み
コ
ー
ナ
ー
」
を

参
考
に
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
参
考
に
す
べ
き
取
組
で

あ
り
調
査
・
研
究
し
て
い

く
。

そ
の
他
の
質
問

・
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
公

　
共
施
設
の
維
持
管
理
に
つ

　
い
て

・
発
達
障
が
い
児
支
援
に
つ

　
い
て 行

政
手
続
き
の

簡
素
化
を

行
政
手
続
き
の

簡
素
化
を

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

の
定
住
・
就
労
を
条
件
と
し

て
奨
学
金
返
還
を
免
除
す
る

制
度
も
あ
る
。

問
　
本
市
の
自
治
体
法
務
の

取
組
は
ど
う
か
。

答
　
住
民
の
権
利
意
識
の
高

ま
り
や
情
報
公
開
制
度
、
行

政
不
服
審
査
制
度
の
浸
透
に

加
え
、
行
政
活
動
が
訴
訟
に

ま
で
発
展
す
る
ケ
ー
ス
も
増

え
て
い
る
。
本
年
４
月
か
ら

弁
護
士
を
任
期
付
職
員
と
し

て
採
用
し
、
法
的
課
題
に
対

応
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
地
区
自
治
公
民
館
活
動
の

　
活
性
化
に
つ
い
て

弁
護
士
採
用
の

計
画
は

弁
護
士
採
用
の

計
画
は

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問
　
３
月
で
定
年
を
迎
え
る

職
員
は
男
性
、
女
性
そ
れ
ぞ

れ
何
人
で
、
そ
の
う
ち
再
任

用
者
は
何
人
か
。
ま
た
、
定

年
以
外
の
退
職
者
は
何
人

か
。
ま
た
、
現
在
の
職
員
数

と
臨
時
職
員
は
何
人
か
。

答
　
３
月
で
の
定
年
退
職
者

は
男
性
17
人
、
女
性
８
人
の

計
25
人
。
そ
の
う
ち
再
任
用

職
員
の
採
用
内
定
者
は
男
性

11
人
、
女
性
５
人
の
計
16

人
。
定
年
以
外
の
退
職
者
は

男
性
２
人
、
女
性
４
人
の
計

６
人
。
ま
た
、
現
在
の
職
員

数
は
１
１
０
０
人
で
、
臨
時

職
員
は
６
７
５
人
で
あ
る
。

定
年
退
職
者
に

つ
い
て

定
年
退
職
者
に

つ
い
て

平成31年 第１回霧島市議会定例会　　賛否が分かれた案件を議員ごとに掲載しています。
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反

　対
︶件　名

議案番号
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　権
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議
決
結
果

霧島市長等の給与等に関する条例の
一部改正について

平成30年度霧島市一般会計補正予算
（第７号）について

霧島市国民健康保険税条例の一部
改正について

平成31年度霧島市国民健康保険特別
会計予算について

平成31年度霧島市介護保険特別会計
予算について

平成31年度霧島市後期高齢者医療
特別会計予算について

平成31年度霧島市水道事業会計予算
について

平成31年度霧島市一般会計予算
について

霧島市議会議員の議員報酬及び費用弁償
等に関する条例の一部改正について

議案 3

議案 10

議案 31

議案 5

議案 21

議案 22

議案 23

平成31年度霧島市工業用水道事業
会計予算について

議案 28

霧島市の国保税引き上げの中止を
求める陳情書

陳情 2

議案 24

議案 27

平成31年度霧島市下水道事業会計
予算について

議案 30
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採
択

山
口 

仁
美

山
田

　龍
治

松
枝

　正
浩

久
保

　史
睦

川
窪

　幸
治

宮
田

　竜
二

愛
甲

　信
雄

鈴
木
て
る
み

德
田

　修
和

平
原

　志
保

阿
多

　己
清

木
野
田

　誠

前
島

　広
紀

有
村

　隆
志

仮
屋

　国
治

松
元

　
　深

池
田

　綱
雄

厚
地

　
　覺

新
橋

　
　実

植
山

　利
博

池
田

　
　守

下
深
迫
孝
二

蔵
原

　
　勇

前
川
原
正
人

宮
内

　
　博

その議案・陳情に私は賛成 私は反対

※

議
長
職
は
表
決
に
参
加
し
な
い

陳情書２件について、本会議での審議結果を掲載しています。
審議された結果は、提出者へ通知いたします。陳情審査報告

陳
情 

第
１
号

霧島虎ケ尾岡
メガソーラー建設
反対協議会
代表　中村　満雄 採

択
霧島田口扇山2704-1他へのメガソーラー建設反対
を求める。

霧島田口扇山2704-1他への
メガソーラー建設反対を
求める陳情書（H31.2.6受理）

陳
情 

第
２
号

霧島市社会保障
推進協議会
会長　原口　兼明 不

採
択

2019年度　霧島市の国民健康保険税の引き上げ
計画を中止すること。

霧島市の国保税引き上げの
中止を求める陳情書
（H31.2.18受理）

鈴
木  
て
る
み  

議
員

児
童
虐
待
を

な
く
す
た
め
に

前
島

　広
紀  

議
員

奨
学
資
金
貸
付

事
業
の
充
実
を

有
村

　隆
志  

議
員

デ
マ
ン
ド
交
通

地
域
の
拡
大
を

池
田

　綱
雄  

議
員

市
長
就
任
１
年

経
過
に
つ
い
て

21
人
が
一
般
質
問

　
　霧
島
市
の
現
状
と
課
題
は
！

※議会だより第53号で、久保議員の名前に誤りがありました。お詫びいたします。
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